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1,調査に至る経過

神並追跡は、東大阪市東石切町 1丁 目、西石切町 1丁 目に所在する縄文時代から歴史時代 (江

戸時代)に かけての複合遺跡である。本遺f力、は、大阪と奈良を結ぶ都市高速鉄道 (現在の近鉄

東大阪線)の建設工事及び国道 308号線の建設工事予定地内における試掘調査の結果、存在が

確認された。昭和56年 11月 以降11次の調査が実施され、追跡の範囲は東西約500m、 南北約350

mに及ぶことが明らかになった。
注 1

1、 2次調査では縄支時代早期の集石遺構、飛鳥時代～奈良時代の羽釜棺、平安時代末～鎌

倉時代の建物、井戸、溝、土坑が検出された。集石遺構は、調査地の中央部で約10ポ の範囲で

西北から南東方向に楕円状 1こ広がっており、中から楕円文、山形文などを施 した押型文土器、

有舌尖頭器、尖頭器、石鏃といった石器類が出土した。 2次調査地の北端で自然河川の左岸を

確認している。自然河川は、 5、 8、 9次調査でも検出されており、 5次調査地では上部幅14

m、 下部幅 6m、 深さ4mの規模で南西方向に走 つていた。この河川の右岸には、古墳時代中

期と奈良時代の掘立柱建物からなる集落が広がっているが、平安時代末～鎌倉時代の集落は確

認されていない。左岸以東では、平安時代末～鎌倉時代の集落が広がっている。

3、 4次調査では古墳時代の溝、掘立柱建物、奈良時代～平安時代の濤、柵、掘立柱建物が

検出された。

5、 6次調査では古墳時代の掘立柱建物、土坑、奈良時代の掘立柱建物、倉庫、井戸、錬倉

時代のスキ跡、江戸時代の井戸、古墳時代から室町時代までの自然河川が検出された。

7次調査では奈良時代の濤、鎌倉時代から室町時代の濤、土坑、井戸が検出された。

8、 9次調査では古墳時代の埋積谷、江戸時代の河川、耕作跡が検出された。

10次調査は今回の調査地点の東約80mに あり、平安時代と思われる掘立柱建物、江戸時代～

近代の耕作痕 (ス キf′オ)が検出された。

11次調査では縄文時代の集石土坑、平安時代の掘立柱建物、土坑、溝が検出された。

今回の調査は、 8次調査地点の北側で公共下水道第32工区管きょ築造工事が約 160mに わた

って計画された。これは径800～ 700mmの管を深さ約1.8～ 2.5mに設置する工事である。遺跡内

での土木工事であり、埋蔵文化財への影響が考えられるため、東大阪市教育委員会が事前の試

掘調査を実施した。 2か所実施 した中で北側地点にあたる所の第 3、 4層 で土師器が出土し奈

良時代の包含層、遺構が存在する可能性が考えられた。このため工事に先だって発掘調査が必要

となり、財団法人東大阪市文化財協会が受託し実施することになった。

下村晴文、才原金弘、曽我恭子『神並遺跡 I』 東大阪市教育委員会 財団法人東大阪市文化財協会 1986

下村晴文、菅原章太他『オ申並遺跡Ⅱ』東大阪市教育委員会 財団法人東大阪市文化財協会 1987

松田順一郎、中西克宏『神並追跡Ⅲ』東大阪市教育委員会 財団法人東大阪市文化財協会 1988

西口陽一、宮崎泰史『神並・西ノ辻・鬼虎川追跡発掘調査概要 I』 大阪府教育委員会 1984

西口陽一、宮崎泰史『神並・西ノ辻・鬼虎川遺跡発掘調査概要Ⅲ』大阪府教育委員会 1986
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2.位置と環境

神並遺跡は、東大阪市東石切町1丁 目、西石切町 1丁 目に所在する縄文時代から歴史時代 (江

戸時代)に かけての複合遺 T,l∫、である。

本遺跡の立地は、生駒山西麓に発達する中位段丘上にあり、標高は16～45mで ある。遺跡内

には生駒山から流れ出る幾筋もの谷川が流れているが、これらの谷川は、縄文時代以降流路を

埋め、地点を変えながら現在まで続 き、今の地形を形成していることが調査により明らかにな

ってきた。

神並遺跡の周辺地域で生活が開始されたのは旧石器時代で、日下、芝坊主山、千手寺山、正

興寺山、山畑の追跡がある。いずれの追跡もナイフ形石器及び尖頭器の出土であり、日下、芝

坊主山、千手寺山が縦長鉄」片を、正典寺山、山畑が横鉄」ぎの崇J片 を素材としている。旧石器時

代から縄文時代への過渡期の晩期旧石器時代または中石器時代と呼ばれる時期には、近畿地方

では有舌尖頭器が盛行する。神並遺 F′,∫、では 6個出土してオЭヽり、それ以外でも草香山、日下、六

万寺町で出土 している。

縄文時代では、早期の神並遺:′,l、、中期の善根寺遺跡、後期の日下、縄手遺跡、晩期の日下、

芝ヵ丘、鬼塚、馬場川遺跡がある。これらの遺跡は、生駒山西麓の扇状地上、標高15～ 80mに

位置する。神並遺跡では、11次調査地点から1次調査地点にかけて、ネガテイブ楕円文を中心

に山形文、撚旅文、刺突文といった押型文土器、有舌尖頭器、尖頭器、石鏃、石錐、削器、掻器、

石匙、楔形石器、敲石、磨石、砥石といった石器類、土偶が出上 している。 1次調査地点では

集石遺構、11次調査地点では、壁面が赤色化した焼土坑 3基、人頭大～挙大の礫 を配した集石

土坑 1基、土坑 8基 を検出している。

弥生時代では、中垣内、和泉、鬼虎川、高井田、瓜生堂、山賀、久宝寺といった標高 1～ 10

mの低地を中心に集落が営まれる。鬼虎川遺跡では、幅 5m、 深 さ2mの環濠に囲まれた集落、

方形周溝墓、土砿墓、本棺墓といった墓地、水田などが発見された。また本追跡に西接する西

ノ辻造」早′メ∫でも方形周濤墓を中心に壼棺、甕棺といった墓地が発見されている。

古墳時代では、馬場、日下、芝力丘、辻子谷、神並、西ノ辻、鬼虎川、鬼塚、縄手遺ょT′

'l、

とい

った扇状地、新家、西岩田、意岐部、西堤、岩田、瓜生堂、小若江、池島東遺跡といった沖積

平野で集落が営まれる。神並遺Fl,lでは、 3～ 5次調査地点で古墳時代中期後半～木の掘立柱建

物、落ち込み (製鉄関連遺構 )、 導水施設、溝、土坑を検出している。

歴史時代では、芝ヵ丘、神並、西ノ辻、植附、岩滝山、水走、西堤、若江、小若江、弥刀と

いったところで集落がみられる。神並遺跡では、奈良時代初頭に 1次調査地点が一時期墓域と

なったようで羽釜棺 2基 を検出している。奈良時代後期から平安時代前期頃になると 3、 5、

6、 10、 11次調査地点で掘立柱建物、倉庫、井戸、土坑、溝などが検出され居住区であったよ

うである。鎌倉時代～室町時代には多くの建物が出現し、 1、 2、 4、 7次 と遺跡の東端部を中

心に居住の様子がうかがわれる。江戸時代～近代にかけては耕作地であったようである。
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3.調査のオ既要

今回の調査地は、遺跡の北西端にあたるところであり、既存の調査などから奈良時代から平

安時代前半の遺構、鎌倉時代から室町時代の遺構が検出されると予想された。調査は地表下0.9

～1.5mま で機械掘削し、以下は人力により層を追って掘削、調査した。ただ、管きょ築造工事

予定地内の大部分が水路敷にあたっていること、調査地内に大きな本が植って才υ`りその根が地

山面まで達し攪乱されていたことなどから十分な成果を上げることができなかった。遺物とし

ては古墳時代の須恵器杯片、奈良時代の須恵器、土日頭器、鎌倉時代の瓦器、土師器、陶器、江

戸時代の陶磁器といった土器類、土製品、瓦がある。

1.層 位

北十貝」調査地 (第 1ト レンチ)、 南側調査地 (第 2ト レンチ)で層位が全く異なるのでそれぞれの

を記載する。

第 1ト レンチ

第 1層 盛上、腐植土、本の根による攪乱層。現代のものである。
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第 2図  調査地点位置図
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